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菅茶⼭先⽣作の川柳

燗鍋（かんなべ）は
酒呑む⼈は多けれど
本読む⼈は
銚釐（ちろり）ともなし



備後の市域の出⽣数⼈⼝（2025年）
• 2024年度の出⽣数は68 万 6,061 ⼈で、前年の 72 万 7,288 ⼈

より 4 万 1,227 ⼈減少。⼈⼝⽐は0.5７％。
• ⼈⼝は９１万⼈減少。（ほぼ、⾹川県（下から10位）の⼈⼝）

• 福⼭市：２，８０３⼈ / ４５万⼈ → ２３.８万⼈
• 尾道市： ４９１⼈ / １２.６万⼈ → ４.１７万⼈
• 三原市： ３４４⼈ / ８.６万⼈ → ２.９２万⼈
• 府中市： １３５⼈ / ３.５万⼈ → １.１５万⼈



今⽇のニュース ①
＊ 10⽉24⽇は「国連デー」
• 1945年10⽉24⽇に『国連憲章』が発効し、国連が正式に発⾜

した。
• 平和・寛容・⼈権・⾃由を⽬指す理念を検証にまとめ上げた

⼈々の⽬に、80周年を迎えた今の世界はどう映るのだろうか。



今⽇のニュース ②
• 国内の15歳から29歳の⾃殺者は3,000⼈以上と⾼⽌まりが続いてお
り、⼤学⽣では21歳をピークに「進路に関する悩み」を理由とした
⾃殺が多かったことがわかった。
• 厚労省が24⽇公表した『⾃殺対策⽩書』によると、国内で2024年に
⾃殺した⼈は2万320⼈で、前年より1,517⼈減り、1978年の統計開
始以降2番⽬に少なくなった。
• ⼀⽅、⼩学⽣から⾼校⽣の⾃殺者数は529⼈と過去最多に上り、深
刻な状況が続いていることから、⽩書は若者の⾃殺をめぐる状況に
ついて分析を⾏っている。
• その中で、20代の⾃殺者は男性が1,546⼈、⼥性が919⼈で男性が多
くなっているが、15歳から19歳では⼥性が347⼈で男性より34⼈多
くなっている。



• ⾃殺の⼿段については、若年⼥性では「服毒（医薬品）」の割合が⾼かっ
た。

• また、若者では「無職者」の⾃殺死亡率が⾼く、原因では「病気の悩み
（うつ病）」が最も⾼くなった。

• ⼀⽅、有職者では、「病気の悩み（うつ病）」のほかに「職場の⼈間関
係」などといった仕事上の問題の割合も⾼くなっています。

• さらに⼤学⽣の⾃殺者は、男⼥とも21歳が最も多くなっていて、「進路に
関する悩み」の割合が最も⾼くなりました。

• 厚労省は、電話やSNSなど相談窓⼝の利⽤を呼びかけている。
• 悩みや不安を抱えて困っているときには、⼀⼈で抱え込まず相談して下さ

い。「こころの健康相談統⼀ダイヤル」0570ー064ー556 



今⽇のニュース ③
＊ 少⼦化対策の再設計を
• 政府は2023年に「こども未来戦略」を閣議決定し、「異次元の

少⼦化対策」として年間3.6兆円規模での少⼦化対策を講じてい
くこととした。
• しかし、この少⼦化対策には数値⽬標がなく、政策的に⽬指す

姿が曖昧である。
• 閣議決定⽂書には、「2030年までに少⼦化トレンドを反転させ、

少⼦化⼈⼝減少に⻭⽌めをかける」、「若い世代が希望どおり
結婚し、希望する誰もが⼦どもを持てる社会の実現を図る」と
いった⽂⾔がある。



今⽇のニュース ③
• しかし、少⼦化の現状を踏まえるとこれは⽢いと⾔わざるを得

ない。まず、⽇本の少⼦化傾向は加速しており、合計特殊出⽣
率は2024年に1.15まで低下し、筆者らのグループの試算ではコ
ロナ後の希望出⽣率は1.6程度まで低下している（以前1.8） 。
• ⼈⼝減少を⽌めるには、出⽣率を2.07まで回復されさせなけれ
ばならないことを考えると、⼈⼝減少に⻭⽌めを掛けることは
もはや不可能である。
• これだけの巨額予算を使いながら、政策によってどのような姿

を⽬指すのかが定量的に⽰されていないので、政策効果の測定
も評価もできないと⾔うのは許されない。





⾃分の感受性ぐらい
ぱさぱさに乾いてゆく⼼を
ひとのせいにはするな
みずから⽔やりを怠っておいて

気難しくなってきたのを
友⼈のせいにするな
しなやかさを失ったのはどちらなのか



苛⽴つのを
近親のせいにはするな
なにもかも下⼿だったのはわたくし

初⼼消えかかるのを
暮らしのせいにはするな
そもそもが ひよわな志にすぎなかった



駄⽬なことの⼀切を
時代のせいにはするな
わずかに光る尊厳の放棄

⾃分の感性ぐらい
⾃分で守れ
ばかものよ

茨⽊のり⼦詩集『⾃分の感性ぐらい』（1977年）


